「学級経営」研修講座　演習の流れ
	Key Word
	学級経営上の課題解決


	研修名
	「学級経営」
ＰＤＣＡマネジメントサイクルを踏まえた学級経営の在り方

	対象
	若手教員

	用途など
	・１学期半ば（５月～６月）の時期に、初任～５年目位までの若手教員に対して行う。
・学級経営を行う上での悩みや疑問などを交流し、その解決策を模索する。

	備　考
	学級の実態がわかるような資料を準備する。
（学級経営案、学級通信、行事の反省を集約したものなど）

	時　間
	内　　　容　・　留　意　点

	 15分
	日常的に学級経営を行う上での悩みや疑問を交流し、様々な意見交換を行いながら学級を見つめ直す機会とする。（３～４人のグループを想定）
１　学級経営における悩みや疑問を赤い付箋に書き出す。（３分）
２　これまでに実践した中で効果的であった学級経営における取組を、青い付箋に書き出す。（2分）
　　（例）「○○を実践したところ、△△が向上した」
　　　　　「〇〇に取り組んだら、△△が変わった」など
３　赤い付箋の内容をグループで交流する。また、その解決策として青い付箋の内容がリンクしていないかを確認する。（５分）
４　赤い付箋の内容に対する解決策のアイディア（青い付箋の内容も含む）を出し合い、解決策を協議する。（５分）
※話し合いの状況によって、３と４が並行してもよい。
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